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たとえば､グレアム ･グリー ンの Fおとなしいア
メリカ人』に登場する特派員のファウラーの場合
に似ている｡ファウラーが戦争当事者のどちらに
も味方せずリポーターとして視ることに徹したよ
うに｡本書を読み進むにしたがって､読者は､ち
ょうど､尾瀬ヶ原の木造を歩きながら､周囲の池
塘にヒツジグサを見つけたときのように､さまざ
まなエピソー ドに心を洗われる思いを抱くだろう｡
長蔵が馬にくくりつけるほど大量の高山植物を採
取した牧野富太郎を一喝する場面､李王殿下入山
のさいの楽屋風景､大石環境庁長官と長靖との会
見を実現させた意外な人物のことなど｡第ⅠⅠ章の
長靖の死により､-篇のドキュメントは小説のよ
うに劇的な結末を迎える｡そして遺志を継ぐ妻 ･
紀子の献身ぶり｡
この一書に余分な望みを言えば､人名 ･事項索
引と尾瀬に関する書誌をつけると､さらに尾瀬に
たいし理解と共感をかきたてる本になっただろう｡
(いわきき まさや 教授)
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